
 
 

二
〇
一
三
年
が
ス
タ
ー
ト 

政
治
は
新
た
な
潮
流
に
！ 

 
平
和
台
の
皆
様
、
新
た
な

年
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

今
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。
迎
え
た
二
〇

一
三
年
は
、
私
の
干
支
の
年

で
す
。
私
の
人
生
で
も
大
き

な
節
目
の
歳
と
な
り
そ
う
で

す
。
時
代
は
先
月
に
行
わ
れ

た
総
選
挙
で
民
主
党
政
権
か

ら
自
民
党
を
中
心
と
し
た
自

公
連
立
政
権
の
誕
生
、
政
権

交
代
が
実
現
し
、
日
本
は
新

た
な
政
治
の
潮
流
を
迎
え
て

い
ま
す
。
新
政
権
の
課
題
は

山
積
を
し
て
い
ま
す
。
景
気

の
低
迷
、
少
子
高
齢
化
の
進

展
、
財
政
悪
化
、
外
交
・
安

全
保
障
に
お
け
る
尖
閣
諸
島

な
ど
の
領
土
問
題
は
自
公
政

権
時
代
か
ら
引
き
ず
っ
て
い

る
懸
案
事
項
で
す
。
今
後
、

国
民
の
関
心
の
高
い
経
済
の

再
生
、
産
業
の
競
争
力
強
化

を
如
何
に
実
現
し
て
い
く
の

か
、
ま
た
、
環
太
平
洋
経
済

連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
参
加

問
題
を
ど
う
し
て
い
く
の
か
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
で
は
「
脱

原
発
」
を
唱
え
る
他
党
と
違

い
、「
十
年
以
内
に
電
源
構
成

の
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
を
確

立
」
す
る
と
い
う
自
民
党
は

早
急
な
結
論
を
求
め
ら
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 東
日
本
大
震
災
の 

復
旧
・
復
興 

 

し
か
し
、
何
と
い
っ
て
も

一
昨
年
発
生
し
た
東
日
本
大

震
災
の
復
旧
・
復
興
が
一
向

に
進
ま
な
い
現
状
を
ど
う
打

破
し
て
い
く
の
か
が
問
わ
れ

て
い
ま
す
。
特
に
我
孫
子
市

に
と
っ
て
喫
緊
の
課
題
で
あ

る
高
濃
度
汚
染
焼
却
灰
一
時

保
管
問
題
は
深
刻
で
す
。
東

京
電
力
福
島
第
一
原
発
事
故

の
影
響
に
よ
る
一
キ
ロ
グ
ラ

ム
あ
た
り
八
千
ベ
ク
レ
ル
を

超
え
る
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
に

汚
染
さ
れ
た
高
濃
度
ご
み
焼

却
灰
を
最
終
処
分
す
る
場
所

の
選
定
問
題
が
新
政
権
の
直

面
す
る
最
重
要
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。 

民
主
党
政
権
は
昨
年
の
九

月
末
ま
で
に
最
終
処
分
場
の

候
補
地
を
選
定
す
る
と
宣
言

し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
約

束
は
実
現
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
処
分
場
の
建
設
は
、
ど

こ
が
政
権
を
担
っ
て
も
周
辺

住
民
の
反
発
を
生
み
、
難
航

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
新
政
権

は
課
題
解
決
に
向
け
て
、
今

度
こ
そ
実
現
可
能
な
道
筋
を

示
す
責
任
が
あ
り
ま
す
。 

 持
続
可
能
な 

ま
ち
づ
く
り
を
！ 

 

私
た
ち
の
街
、
我
孫
子
市

は
残
念
な
が
ら
、
今
も
原
発

事
故
に
よ
る
高
濃
度
焼
却
灰

問
題
や
除
染
対
策
・
液
状
化

問
題
な
ど
三
．
一
一
の
後
遺

症
と
も
い
え
る
風
評
被
害
が

現
在
進
行
形
と
な
っ
て
い
ま

す
。 そ

の
結
果
、
東
葛
六
市
（
我

孫
子
・
柏
・
松
戸
・
流
山
・

野
田
・
鎌
ヶ
谷
の
各
市
）
の

中
で
我
孫
子
氏
は
人
口
減
少

が
一
足
早
く
始
ま
っ
て
い
ま

す
。
人
口
の
減
少
は
市
税
の

減
に
直
接
、
つ
な
が
っ
て
い

き
ま
す
。
六
十
五
歳
以
上
の

高
齢
者
が
二
十
五
％
と
四
人

に
一
人
と
な
っ
て
い
る
急
速

な
高
齢
化
の
波
と
放
射
能
に

よ
る
風
評
被
害
な
ど
に
よ
り
、

転
入
者
が
大
幅
に
減
少
し
て

い
る
当
市
は
今
後
、
健
全
な

自
治
体
経
営
を
行
っ
て
い
く

た
め
、
更
な
る
行
財
政
改

革
・
人
口
増
に
向
け
た
諸
施

策
の
展
開
が
急
務
と
な
っ
て

い
ま
す
。 

地
方
議
員
の
一
人
と
し
て

今
ほ
ど
、
市
民
の
皆
さ
ん
が

政
治
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
と

き
は
無
い
と
も
感
じ
て
い
ま

す
。
私
は
今
年
の
重
点
目
標

を
大
き
く
三
点
に
絞
り
、
活

動
し
て
い
き
ま
す
。
一
点
目

は
三
．
一
一
東
日
本
大
震
災

の
被
災
自
治
体
と
し
て
本
格

的
な
復
旧
・
復
興
策
の
確
実

な
実
行
。
二
点
目
は
、
議
会

改
革
の
断
行
（
議
会
基
本
条

例
の
策
定
等
）
。
三
点
目
は
我

孫
子
市
全
体
を
網
羅
す
る
市

政
懇
談
会
を
開
催
（
あ
び
こ

未
来
会
議
）
す
る
な
ど
、
今

年
も
現
場
主
義
を
第
一
に
、

市
政
を
担
う
議
員
の
一
員
と

し
て
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く

り
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま

い
る
所
存
で
す
。 

引
き
続
き
の
ご
指
導
と
ご

支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。 
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＊『あびこ未来会議』 開催のお知らせ＊ 
 

我孫子市議会の会派(グループ)「あびこ未来」(印南宏代表、
早川真、坂巻宗男、飯塚まこと)では、第4回「あびこ未来会議(市
政懇談会)」を下記のごとく開催します。 

今回も多くの方々のご参加をお待ちしております。(予約の必
要はありません。どうぞ、気楽にご参加をお願いします。) 

 
テーマ：12月定例市議会報告(指定管理者制度のあり方など) 
    我孫子市の放射能対策・高濃度焼却灰一時保管問題等 
日 時：2月17日(日)  
    午前 10時00分～ 我孫子北近隣センター（ホール） 
    午後 2 時 00 分～ ふさの風（第一会議室） 

❤♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯❤ 

 



十
二
月
議
会
報
告 

 
十
二
月
議
会
に
提
出
さ
れ
た
議

案
は
全
三
十
八
件
。
主
な
議
案
は

①
職
員
の
給
与
条
例
を
一
部
改
正

す
る
条
例
の
制
定
（
給
料
の
減
額
） 

②
常
勤
の
特
別
職
、
教
育
長
の
給

与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

（
減
額
） 

③
災
害
対
策
基
本
法

の
一
部
改
正 

④
市
民
危
機
管
理

対
策
会
議
条
例
の
一
部
改
正 

⑤

学
童
保
育
室
の
設
置
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例 

⑥
レ
ン
タ
サ
イ
ク

ル
条
例
の
制
定 

⑦
下
水
道
条
例

の
一
部
改
正 

⑧
市
営
住
宅
等
の

整
備
基
準
を
定
め
る
条
例
の
制
定 

⑨
消
防
審
議
会
条
例
の
制
定 

⑩

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て 

⑪
三
億
二
百
万
円
を
追
加
す
る
二

〇
一
二
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

な
ど
で
す
。 

主
な
争
点
は
、
指
定
管
理
者
の

選
定
方
法
、
高
濃
度
放
射
線
量
を

含
む
焼
却
灰
一
時
保
管
場
所
問
題
、

正
副
議
長
選
挙
の
行
方
他
で
す
。 

ま
た
、
議
員
発
議
に
よ
り
市
議

会
議
員
の
報
酬
を
削
減
す
る
議
案

を
可
決
し
ま
し
た
。（
月
額
四
十
五

万
円
⇛
四
十
四
万
円
に
減
額
） 

 

請
願
関
係
で
は
「
義
務
教
育
費

国
庫
負
担
制
度
の
堅
持
に
関
す
る

意
見
書
の
提
出
」
、
「
国
の
二
十
五

年
度
教
育
予
算
拡
充
に
関
す
る
意

見
書
」
な
ど
二
件 

、
陳
情
関
係

で
は
「
骨
髄
移
植
ド
ナ
ー
支
援
事

業
実
施
の
要
望
」「
原
発
事
故
子
ど

も
・
被
災
者
支
援
法
」
が
審
議
さ

れ
、
請
願
、
陳
情
と
も
全
会
一
致

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

印
南
は
請
願
二
件
の
紹
介
議
員

と
し
て
教
育
福
祉
常
任
委
員
会
で

請
願
の
趣
旨
説
明
等
を
行
い
ま
し

た
。 十

二
月
議
会
は
本
会
議
で
の
質

問
は
個
人
質
問
の
み
と
な
っ
て
い

ま
す
。
印
南
は
福
祉
・
教
育
問
題

を
中
心
に
本
会
議
で
個
人
質
問
を

行
い
ま
し
た
（
概
要
は
次
項
） 

 十
二
月
議
会
の
争
点
と
な
っ
た

「
指
定
管
理
者
制
度
」
に
つ
い

て  

指
定
管
理
者
制
度
と
は
公
の
施

設
を
よ
り
効
果
的
・
効
率
的
な
管

理
を
行
い
、
そ
の
管
理
に
民
間
の

能
力
を
活
用
す
る
と
と
も
に
適
正

な
管
理
を
確
保
す
る
仕
組
み
を
整

備
し
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や

経
費
の
節
減
等
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
制
度
で
す
。
簡
単
に
言

え
ば
「
公
の
施
設
管
理
・
運
営
を

民
間
の
営
利
企
業
な
ど
に
包
括
的

に
代
行
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
制

度
」
の
こ
と
で
す
。
今
議
会
で
は

三
件
の
指
定
管
理
者
の
指
定
を
決

め
る
議
案
が
審
査
さ
れ
ま
し
た
。 

争
点
は
、
市
民
プ
ラ
ザ
の
指
定

管
理
者
の
選
定
方
法
に
つ
い
て
で
、

如
何
に
コ
ス
ト
（
市
が
業
者
に
支

払
う
指
定
管
理
料
）
を
意
識
し
た

指
定
管
理
者
の
選
定
方
法
に
な
っ

て
い
る
か
、
と
い
う
点
で
し
た
。

市
民
プ
ラ
ザ
（
エ
ス
パ
内
に
設
置

さ
れ
て
い
る
会
議
室
・
ギ
ャ
ラ
リ

ー
等
、
市
の
施
設
）
の
指
定
管
理

者
を
選
定
す
る
際
に
六
社
が
入
札

を
し
た
の
で
す
が
、
一
番
指
定
管

理
料
が
高
い
業
者
が
市
の
選
考
委

員
会
で
最
高
得
点
を
得
て
、
選
定

業
者
と
な
り
ま
し
た
。
選
定
方
法

で
コ
ス
ト
を
意
識
し
た
項
目
が
著

し
く
低
い
評
価
点
で
あ
り
、
逆
に

市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
・
独
自
提
案

内
容
な
ど
が
高
い
評
価
点
と
な
る

よ
う
に
配
分
さ
れ
て
い
て
、
コ
ス

ト
を
意
識
し
た
選
考
方
法
に
な
っ

て
い
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

た
の
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆
十
二
月
議
会 

 

印
南 

宏
個
人
質
問
骨
子
◆ 

 ○
福
祉
行
政 

 ①
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
つ

い
て
（
現
状
と
課
題
今
後
の
取
り

組
み
を
問
う
） 

 ア
．
会
員
減
少
の
理
由
と
粗
入
会 

 
 

率 

イ
．
公
益
社
団
法
人
に
な
っ
た
こ 

と
の
影
響
・
メ
リ
ッ
ト 

ウ
．
市
の
セ
ン
タ
ー
に
対
す
る
具 

体
的
な
支
援
策
（
補
助
金
の 

交
付
、
広
報
へ
の
掲
載
他
） 

エ
．
経
営
基
盤
強
化
策
の
実
施
状 

 
 

況 

オ
．
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
運 

営
費
補
助
金
要
綱
の
見
直
し 

 ②
成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て 

 ア
．
市
長
申
し
立
て
内
容
の
傾
向 

と
対
策 

イ
．
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
業
務 

委
託
と
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー 

へ
の
道 

ウ
．
成
年
後
見
制
度
の
課
題
と
今 

 
 

後 

 ○
教
育
行
政 

 ・
深
刻
化
す
る
、
見
え
な
い
「
い

じ
め
」
を
ど
う
し
て
い
く
の
か
！ 

 ア
．
文
科
省
の
緊
急
調
査
結
果
、 

急
増
の
理
由
と
当
市
の
状
況 

イ
．
い
じ
め
ア
ン
ケ
ー
ト
と
Ｑ
‐ 

Ｕ
検
査 

ウ
．
教
育
研
究
所
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン 

開
設 

エ
．
い
じ
め
防
止
プ
ロ
グ
ラ
ム
の 

推
進 

オ
．
ネ
ッ
ト
い
じ
め
対
策 

 尚
、
私
は
十
二
月
議
会
「
総
務
企

画
常
任
委
員
会
」
で
は
以
下
に
関

す
る
質
問
と
提
言
を
行
い
ま
し
た
。

詳
細
は
議
会
だ
よ
り
、
Ｈ
Ｐ
等
を

ご
覧
下
さ
い
。 
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我孫子市議会 
会派「あびこ未来」代表(無所属) 
総務企画常任委員 
農業委員会委員(議会選出) 
我孫子市成田線を便利にする議員の会副会長 
柏市・我孫子市議員協議会世話役 

連合千葉関係 
連合千葉議員団会議 前幹事長 

電機連合関係 
電機連合議員団会議 ブロック幹事 

その他 
我孫子市サッカー協会 顧問 
我孫子市ソフトボール連盟顧問 
新聞奨学生ＯＢ会相談役（前会長）など 
 

 

 



                       

手
賀
沼
終
末
処
理
場
に 

 
 

焼
却
灰
が
搬
入
さ
れ
る
！ 

 
 

二
〇
一
一
年
十
二
月
、
改
選
後
、

初
め
て
開
か
れ
た
我
孫
子
市
議
会

で
突
然
、
市
長
か
ら
手
賀
沼
終
末

処
理
場
が
柏
、
松
戸
、
流
山
の
高

濃
度
焼
却
灰
の
保
管
場
所
候
補
地

に
な
っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し

た
。
そ
れ
か
ら
一
年
余
り
の
時
が

過
ぎ
、
先
月
の
二
〇
一
二
年
十
二

月
二
十
一
日
、
我
孫
子
、
印
西
市

の
両
市
と
周
辺
住
民
の
反
対
を
押

し
切
る
形
で
高
濃
度
焼
却
灰
の
強

制
搬
入
が
行
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
思
え
ば
、
二
〇
一
一
年
十
二

月
、
そ
の
時
の
報
告
で
は
年
内
に

も
三
市
の
焼
却
灰
は
保
管
場
所
が

無
い
た
め
、
す
ぐ
に
一
杯
に
な
っ

て
し
ま
う
、
一
刻
の
猶
予
も
な
い

と
の
理
由
で
、
県
営
手
賀
沼
終
末

処
理
場
（
我
孫
子
、
印
西
市
）
を

千
葉
県
が
一
時
保
管
の
場
所
と
し

て
指
定
し
ま
し
た
。 

 

我
孫
子
市
議
会
は
報
告
さ
れ
た

翌
日
、
こ
ん
な
重
要
な
問
題
が
地

元
の
理
解
を
得
ず
に
、
簡
単
に
決

め
ら
れ
て
良
い
わ
け
は
な
い
と
の

判
断
で
、
市
議
会
の
本
会
議
で
「
反

対
」
の
決
議
を
全
会
一
致
で
可
決

し
た
こ
と
か
ら
、
高
濃
度
焼
却
灰

の
一
時
保
管
問
題
は
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。 

 
今
日
ま
で
、
一
年
余
り
の
間
、

我
孫
子
市
議
会
は
放
射
能
対
策
特

別
委
員
会
を
設
置
し
、
何
十
回
と

な
く
、
会
議
を
行
う
中
、
三
度
の

反
対
決
議
を
可
決
、
且
つ
要
望
書

の
提
出
、
正
副
議
長
を
先
頭
に
県

や
近
隣
市
と
一
時
保
管
場
所
に
つ

い
て
折
衝
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。 

一
方
、
市
民
の
皆
さ
ん
は
「
広

域
近
隣
住
民
連
合
会
」
と
い
う
組

織
を
立
ち
上
げ
、
一
万
六
千
を
超

え
る
反
対
署
名
を
集
め
て
県
に
提

出
、
総
務
省
の
公
害
等
調
整
委
員

会
へ
調
停
の
申
し
立
て
も
行
っ
て

き
ま
し
た
。 

 

私
は
会
派
の
同
士
と
と
も
に
、

手
賀
沼
終
末
処
理
場
を
一
時
保
管

場
所
に
指
定
し
た
千
葉
県
の
対
応

に
つ
い
て
終
始
、
反
対
の
立
場
で

行
動
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
高

濃
度
焼
却
灰
を
保
管
す
る
場
所
の

選
定
、
保
管
の
方
法
、
地
元
へ
の

説
明
不
足
な
ど
、
あ
ま
り
に
理
不

尽
で
安
全
上
の
配
慮
も
乏
し
い
千

葉
県
の
対
応
に
対
し
、
到
底
容
認

は
で
き
な
い
と
、
今
日
ま
で
、
さ

ま
ざ
ま
な
手
段
を
用
い
、
持
ち
込

ま
せ
な
い
た
め
の
運
動
を
鋭
意
、

行
っ
て
き
ま
し
た
。
結
果
的
に
、

こ
の
よ
う
な
事
態
を
招
く
こ
と
に

な
っ
て
し
ま
い
、
自
分
自
身
の
力

の
無
さ
に
市
民
の
皆
様
に
申
し
訳

な
い
気
持
ち
で
一
杯
で
す
。
申
し

訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
深
く
お

詫
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

し
か
し
、
こ
の
問
題
は
終
わ
っ

た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
千
葉

県
内
の
最
終
処
分
場
候
補
地
も
未

だ
、
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。
安
全

面
で
も
心
配
は
尽
き
ま
せ
ん
。
今

後
と
も
市
民
の
皆
さ
ん
と
連
携
し
、

安
全
対
策
は
も
ち
ろ
ん
、
や
れ
る

べ
き
最
善
の
策
を
模
索
し
な
が
ら

問
題
解
決
に
努
め
て
い
く
覚
悟
で

す
。 

※
一
月
二
十
二
日
（
火
）
総
務
省
に

て
公
害
等
調
整
委
員
会
の
初
会
合

開
か
れ
た
。 

「
広
域
近
隣
住
民
連
合
会
」
は
参

加
し
た
が
、
千
葉
県
は
「
担
当
者

の
都
合
が
つ
か
な
か
っ
た
」
と
の

理
由
で
欠
席
。
調
停
委
員
会
で
は

「
調
停
の
結
果
が
出
る
ま
で
灰
の

受
け
入
れ
を
停
止
す
る
勧
告
を
千

葉
県
に
出
す
よ
う
に
求
め
た
」
そ

の
結
果
、
調
停
委
員
会
は
検
討
す

る
と
答
え
た
。
次
回
は
二
月
二
十

一
日
に
開
催
予
定
。
千
葉
県
は
調

停
委
員
会
に
参
加
す
る
方
向
と
の

こ
と
。 

宏
の
一
言
（
不
屈
の
大
横
綱
） 

 

昭
和
を
沸
か
せ
た
ヒ
ー
ロ
ー
が
逝

っ
た
。
私
が
幼
か
っ
た
頃
、
何
度

も
耳
に
し
た
「
巨
人
・
大
鵬
・
卵

焼
き
」
と
い
う
流
行
語
。
そ
の
時

代
の
子
供
た
ち
に
共
通
し
た
好
き

な
代
表
語
で
あ
る
。「
大
鵬
」
と
は
、

ど
ん
な
意
味
な
の
か
、「
一
羽
ば
た

き
で
何
万
里
を
も
飛
ぶ
と
い
わ
れ

る
想
像
上
の
鳥
で
あ
る
」
と
大
人

か
ら
教
わ
っ
た
記
憶
が
あ
る
。
す

ご
い
名
前
だ
と
子
供
心
に
今
も
鮮

明
に
覚
え
て
い
る
。
優
勝
三
十
二

回
の
大
横
綱
、「
大
鵬
」
は
生
ま
れ

な
が
ら
に
し
て
強
く
、
天
才
だ
と

思
っ
て
い
た
私
は
後
で
後
悔
し
た

こ
と
が
あ
る
。
本
人
曰
く
「
自
分

は
天
才
で
は
な
く
、
努
力
の
人
間

で
あ
る
。
勝
つ
た
め
に
稽
古
を
し
、

努
力
の
過
程
で
精
神
面
も
鍛
え
ら

れ
る
。
最
初
か
ら
精
神
が
で
き
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
」
、
十
六
歳
で

入
門
、
一
日
四
股
五
百
回
、
鉄
砲

二
千
回
な
ど
と
い
う
猛
稽
古
に
耐

え
た
。
若
い
力
士
に
、
そ
ん
な
話

を
し
な
が
ら
最
後
に
「
そ
ん
な
こ

と
は
な
に
ほ
ど
で
も
な
い
。
戦
争

に
命
を
さ
さ
げ
た
若
い
人
た
ち
の

辛
酸
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
」
、
ま

た
「
相
撲
で
い
え
ば
入
門
し
た
時

か
ら
ず
っ
と
努
力
と
鍛
錬
を
積
み

重
ね
て
、
最
後
の
最
後
に
い
い
結

果
を
生
む
。
普
通
の
人
は
、
今
日

や
っ
た
こ
と
の
結
果
を
す
ぐ
欲
し

が
る
け
れ
ど
も
、
人
生
は
生
ま
れ

た
時
か
ら
、
一
つ
の
時
計
が
回
っ

て
い
る
」
、
不
屈
の
大
横
綱
の
所
以

が
言
葉
の
節
々
に
、
響
き
わ
た
る
。                                                    
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＜常任委員会で行った質問事項＞ 
 

【総務企画常任委員会】 
○船橋市市民税課の非常勤職員が住民 
票情報を漏えいした事件について 

・情報漏えいの防止策 
・法令遵守の意識付けやルールの徹底 
・長期在籍者の配置転換のすすめ 
・平成24年6月から導入しているＦＳＳ

（ﾌｧｲﾙ・ｾｷｭﾘﾃｨ・ｼｽﾃﾑ） 
○国家公務員の退職手当減額法につい 
 て 
・総務省の自治体に対する減額要請 
・地方公務員と国家公務員の違い 

 



     

今
年
の
お
正
月
は
「
い
つ
も
の
お
正

月
」
と
な
っ
た
。
一
昨
年
の
父
の
他

界
、
そ
の
後
の
慌
た
だ
し
さ
と
違
っ

て
、
久
し
ぶ
り
に
の
ん
び
り
と
し
た

お
正
月
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
。

大
み
そ
か
は
紅
白
歌
合
戦
で
「
ヨ
イ

ト
マ
ケ
ノ
唄
」
を
聞
き
、
そ
の
後
、

除
夜
の
鐘
が
鳴
り
終
わ
る
頃
、
恒
例

の
夫
婦
二
人
で
地
元
、
竹
内
神
社
へ

初
詣
。
今
年
の
大
晦
日
の
晩
は
お
月

様
や
お
星
さ
ま
が
と
て
も
き
れ
い
で

私
た
ち
の
お
供
を
し
て
く
れ
た
。
深

夜
、
零
時
を
過
ぎ
て
、
竹
内
神
社
に

は
地
元
の
若
い
男
女
が
た
く
さ
ん
集

ま
っ
て
い
た
。
今
年
は
私
の
干
支
の

歳
で
あ
り
、
十
二
月
に
は
還
暦
を
迎

え
る
。
大
き
な
節
目
の
歳
で
あ
る
。

神
様
に
は
今
年
一
年
、
ど
う
か
健
康

に
過
ご
せ
ま
す
よ
う
に
と
懇
ろ
に
祈

ら
せ
て
い
た
だ
い
た
。
我
が
家
で
は

元
旦
の
朝
、
お
雑
煮
や
お
屠
蘇
を
い

た
だ
く
前
に
、
家
族
全
員
が
そ
ろ
っ

た
と
こ
ろ
で
、
そ
れ
ぞ
れ
、
今
年
一

年
の
目
標
を
話
す
機
会
を
設
け
て
い

る
。
私
は
、
こ
の
時
も
家
族
に
、
還

暦
と
い
う
大
き
な
節
目
の
年
齢
で
あ

る
が
、
体
を
鍛
え
直
し
て
体
力
向
上

の
年
に
す
る
と
高
ら
か
に
宣
言
し
た
。

◆
年
末
年
始
に
か
け
て
、
三
冊
の
本

を
読
ん
だ
。
一
冊
目
は
「
聞
く
力
」
、

阿
川
佐
和
子
著
。
二
冊
目
は
「
選
ぶ

力
」
、
五
木
寛
之
著
。
三
冊
目
は
「
別

れ
る
力
」
、
伊
集
院
静
著
。
こ
れ
ら
の

共
通
点
は
「
力
」
で
あ
る
。
二
〇
一

二
年
終
り
頃
に
出
版
さ
れ
た
「
選
ぶ

力
」
も
「
別
れ
る
力
」
も
、
二
〇
一

二
年
、
年
初
に
発
売
さ
れ
た
阿
川
佐

和
子
さ
ん
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
「
聞
く

力
」
の
書
名
を
連
想
さ
せ
る
も
の
で

あ
っ
た
が
、
中
身
は
全
く
違
う
も
の

で
あ
っ
た
。「
聞
く
」「
選
ぶ
」「
別
れ

る
」
の
視
点
で
、
作
者
そ
れ
ぞ
れ
の

経
験
か
ら
に
じ
み
で
る
自
分
流
の
生

き
様
を
世
に
問
う
た
も
の
と
な
っ
て

い
る
。
◆
そ
の
中
で
印
象
に
強
く
残

っ
た
本
は
、
伊
集
院
静
氏
の
「
別
れ

る
力
」
で
あ
る
。
週
刊
現
代
に
連
載

さ
れ
て
い
た
エ
ッ
セ
イ
集
を
再
編
集

し
た
も
の
だ
が
、
相
も
変
ら
ぬ
「
大

人
の
男
」
、
「
粋
な
男
臭
さ
」
を
伊
集

院
静
氏
は
全
編
で
演
じ
て
い
る
。
今

の
若
い
人
た
ち
に
通
じ
る
セ
リ
フ
は

皆
無
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
私
に

は
心
地
よ
い
共
感
と
憧
れ
み
た
い
な

も
の
を
強
く
感
じ
ら
れ
た
。
例
え
ば

こ
う
だ
。「
酒
を
飲
む
の
も
結
構
、
競

馬
競
輪
麻
雀
も
結
構
、
女
を
買
う
の

も
結
構
だ
。
大
人
の
男
だ
か
ら
自
分

の
責
任
の
下
で
は
何
を
や
っ
て
も
構

わ
な
い
。
但
し
、
金
の
こ
と
で
他
人

に
迷
惑
や
不
義
理
を
か
け
る
の
は
如

何
か
な
。
お
金
を
嫌
う
の
は
個
人
の

自
由
だ
か
ら
そ
れ
は
構
わ
な
い
。
だ

っ
た
ら
銀
座
の
飲
み
屋
で
飲
み
食
い

す
る
な
。
自
分
の
持
ち
金
相
応
の
生

活
を
送
る
べ
き
だ
。
」
長
年
苦
労
し
て

築
い
た
彼
流
の
大
切
な
お
金
の
使
い

方
に
つ
い
て
、
考
え
を
ま
っ
す
ぐ
述

べ
て
い
る
。
◆
伊
集
院
静
氏
は
、
本

書
の
前
書
で
「
し
か
し
私
た
ち
が
生

き
て
い
く
上
で
、
離
別
は
避
け
て
と

お
れ
る
も
の
は
な
い
。
人
と
人
と
の

別
れ
も
う
そ
う
だ
が
、
か
つ
て
私
は

北
海
道
の
牧
場
で
サ
ラ
ブ
レ
ッ
ド
の

仔
馬
が
母
馬
と
別
れ
た
夜
を
牧
舎
で

見
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
仔
馬
は
一
晩
、

母
親
を
呼
ん
で
嘶
い
て
い
た
。
哀
切

に
満
ち
た
声
が
牧
草
地
に
響
い
た
。

辛
い
こ
と
だ
と
思
っ
た
。
し
か
し
翌

朝
、
仔
馬
は
他
の
若
い
競
走
馬
た
ち

と
懸
命
に
駆
け
始
め
た
。
」
と
述
べ
、

続
い
て
「
そ
の
時
、
私
は
一
夜
の
哀

し
さ
が
仔
馬
に
、
彼
が
生
き
る
た
め

の
力
を
与
え
た
の
だ
と
思
っ
た
。
そ

れ
は
母
親
の
祈
り
で
も
あ
る
。
」
と
語

る
。
悲
し
い
別
れ
を
乗
り
越
え
た
と

き
、
人
は
「
目
に
見
え
な
い
力
」
が

与
え
ら
れ
、「
そ
の
力
こ
そ
が
、
生
き

る
原
動
力
で
あ
り
、
人
間
が
持
つ
美

し
さ
で
も
あ
る
。
」
と
自
ら
の
体
験
を

も
と
に
表
現
し
て
い
る
。
伊
集
院
静

氏
の
言
葉
に
は
さ
わ
や
か
な
優
し
さ

と
体
験
か
ら
く
る
自
信
が
満
ち
て
い

る
。
◆
こ
の
本
、「
別
れ
る
力
」
を
書

こ
う
と
し
た
き
っ
か
け
を
、
伊
集
院

静
氏
は
以
下
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。

「
も
う
す
ぐ
東
日
本
大
震
災
か
ら
二

年
に
な
る
。
時
々
、
被
災
地
に
行
く

と
、
子
供
た
ち
が
登
校
し
て
い
る
。

南
三
陸
町
と
か
海
沿
い
の
近
辺
の
町

だ
け
で
千
人
の
子
が
ど
っ
ち
か
の
親

を
亡
く
し
て
い
る
。
両
親
を
亡
く
し

た
の
は
二
百
五
十
人
。
だ
か
ら
十
人

の
子
ど
も
を
見
た
ら
、
そ
の
う
ち
一

人
は
、
そ
う
い
う
子
が
い
る
こ
と
に

な
る
。
で
も
、
子
ど
も
た
ち
は
結
構

明
る
い
。
な
ぜ
明
る
い
の
か
、
結
局
、

彼
ら
彼
女
ら
は
、
そ
う
す
る
こ
と
が

生
き
る
こ
と
な
の
だ
と
、
学
び
つ
つ

あ
る
の
で
は
な
い
か
。
次
に
向
か
お

う
と
決
め
て
い
る
こ
と
を
感
じ
る
。

「
別
れ
る
」
こ
と
を
知
っ
て
「
力
」

を
備
え
な
き
ゃ
い
け
な
い
こ
と
を
し

っ
か
り
と
学
び
つ
つ
あ
る
の
だ
。
」
◆

私
は
別
れ
る
こ
と
で
、
即
「
力
」
に

つ
な
が
る
と
は
思
わ
な
い
が
、
誰
に

で
も
生
き
て
い
る
限
り
、
大
切
な
人
、

い
と
お
し
い
人
と
の
別
れ
が
必
ず
や

っ
て
く
る
。
そ
の
時
、
大
切
な
人
、

い
と
お
し
い
人
の
分
ま
で
生
き
ら
れ

る
だ
け
、
生
き
よ
う
と
す
る
自
分
で

あ
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
常
に
生

き
て
い
る
こ
と
に
感
謝
し
な
が
ら
、

今
を
懸
命
に
生
き
て
い
き
た
い
。 

 
 

宏 
 

印南 宏後援会 
〒270-1198 我孫子市日の出 1131 

（日本電気労働組合我孫子支部内） 

Tel ７１８４－２８６０ 

印南 宏 自宅 

布佐平和台７－１－１８ 

Tel ７１８９－１５９８ 

e-mail  innami@mqd.biglobe.ne.jp 

HP http://www7b.biglobe.ne.jp/~innami-hiroshi/ 

ﾌﾞﾛｸﾞ http://hiroshi4649.at.webry.info/ 

平

和

台

雑

感 

                                                   
私のスローガン  「住んでよかった」そして「住んでみたい」と言われる街に 

後援会討議資料         印南 宏レポート（第８３号）            平成２５年１月発行  

 

 


